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Ⅶ．保育実習指導における連携・協働の方法 

① 実習生が自身の保育について省察することを促す。 

② 実習指導の評価を踏まえて、実習指導方法を改善する。 

③ 実習後にも継続して保育者として成長したいと思う職業能力育成を行う。 

 

１．保育実習指導における連携・協働の方法（養成校） 

学生は授業を中心に、実習前や実習後に実習での取り組みを学び実践の場に臨むことと

なる。養成校教員は実習中の実習施設での取り組みへの理解も含めた実習全体を把握する

ことにより、養成校教員の役割を明確にできる。これは学生個人に応じた実習指導の充実に

寄与する。詳しくは、「Ⅶ2.保育実習指導における連携・協働の方法（実習施設）」を参照さ

れたい。 
 

【養成校内における連携と協働】 
養成校教員には、実習の事前指導が始まる前に、養成校全体の実習指導体制を整えること

が求められる。主には実習施設との調整と、実習全体のスケジュール、実習訪問などを分担

する協働がある。特に実習中に実施される実習訪問の訪問先の配当と養成校で学生と実習

施設に訪問する訪問教員との顔合わせの場を設定しておきたい。そのために、実習指導者は、

日頃から訪問教員や事務職員とフラットで良好な関係づくりを心掛けながら、実習指導を

行う必要がある。また、訪問教員向けの実習訪問マニュアルを作成し、養成校教員全員で確

認し合う共通理解により、指導担当職員だけでなく、養成校全体で実習生を養成する意識の

共有と連携を図ることができる。学生は、実習指導者だけでなく、他の訪問指導者から声を

かけてもらうことで緊張がほぐれやすい。率直な実習への思いなどを伝える安心できる関

係性の中で、実習を客観視する時間を持つことができる。また実習の向き合い方を切り替え

る貴重な場となりうる。前向きに実習に向き合うための心のサポート、学生に有益な事後指

導、実習施設情報の共有など、実習担当教員、訪問指導者、事務職員の協働による養成校内

の連携は欠かせない。 
 
【保育実習指導の PDCA サイクル】 
 詳しくは、Ⅱ.2．保育実習Ⅰ（保育所）と他教科目との関連（４）保育の PDCA サイク

ル、Ⅵ保育実習指導の計画の策定（１）④、（２）２）④指導計画の作成・実践・観察・記

録・評価を参照されたい。 
 効果的な実習指導を行うためには、実習指導者と指導担当職員の協働性と同僚性が必要

である。実習生を中心にして、養成校の実習指導者と指導担当職員の 3 者がそれぞれの役

割を担いながら実習に関わる意識を常に大切にしたい。一連の PDCA サイクルはひとつの

実習で完結するのではなく、さらに次の実習の PDCA サイクルへ繋ぎながら保育の評価を
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らせん状に繰り返し続ける手法である。保育士等の職務の実現、保育士等の専門性の質向上

の観点からも重要となる。 
【養成校教員】シラバスに基づいた授業の展開に関する PDCA サイクルの実施により、授

業改善が促進され、学生の実態に寄り添った授業が展開される。 
P（Plan プラン）担当教員が実習事前・事後指導の計画を立案、同僚間で共有 
D（Do 実践） 担当教員が立案した実習指導の計画を実践・展開 
C（Check 評価）授業評価や学生のコメント、保育実習施設による評価や実習記録の 

成果から学生の習熟度を評価、実習指導への自己評価 
A（Action 改善）実習指導の計画内容を次回に向けたより良い方法へ改善 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図表 7-1-1 らせんモデル 

 

（１）保育の省察 

①事前指導・オリエンテーション 

【学生】実習全体の見通しを持ちながら具体的で明確な実習の目標を設定することにつな

げる。 

【養成校教員】養成校は学生への事前指導を実施すると同時に、実習施設へ実習依頼等の手

続きを進めていく。実習評価票の項目は学生の実習の目的に沿った取組みの指標となるた

め、実習評価票を開示することについて実習施設と共通理解を図っておくことが大切であ

る。 

 

 

 

 

 

図表 7-1-2 実習評価票の取り扱い 
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また、事前指導について学生自身が実習全体の見通しを持てるように、ポイントを絞り伝

える。学生の理解度を確認して着実に準備を整えられるような授業計画が必要となる。 

 

 
 
 

図表 7-1-3 養成校の授業で実習前に行う学習内容 

さらに学内オリエンテーションや、実習施設でのオリエンテーションをふまえ、学生の緊

張が次第に高まる時期である。そのため、実習に意欲と楽しみを持てるような声掛けや励ま

す雰囲気づくりを大切にすることで、学生が保育実習前と保育実習後に省察しながら、保育

への向き合い方への変化や成長を感じられるように関わりたい。 

 

②訪問指導 

【学生】養成校の訪問指導者が自分の実習のために実習施設へ訪問することは、普段の授業

にはない特別な経験である。日頃の実習で戸惑っていることや体調面、気持ちの面について

率直に報告をすることが必要となる。 

【養成校教員】訪問指導者は学生が率直に話しやすい雰囲気づくりに努める。学生が実習中

に直接アドバイスをうける貴重な学習の場であること、学生と実習施設を結びながら実習

を円滑にすすめる役割を担っていることを事前に理解しておく。 

 実習訪問指導報告書も実習態度など関連する評価に反映されうるため、訪問中の学生の

実習施設での様子、実習時間以外の生活面などを可能な範囲で情報収集するとよい。 

訪問する時期で学生へのサポートの内容が異なることにも留意したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7-1-4 実習期間に直接関わることが難しい職務内容の実習評価項目 

 

図表 7-1-4 が示すように、実習中に学生が直接関わることが難しい職務内容も実習評価項

目には含まれる。実習施設から訪問教員に直接質問されることもあるため、観察や保育者と

振り返りの時間などにテーマとして取り上げて話し合うことも学生の学びになることを伝

え理解を求めることも必要である。 
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③実習中の指導 

【学生】疑問点を直接質問したり実習記録に記載したりする積極的な働きかけを通じて実

習施設の実習指導者への指導を受ける場面が増える。 

【養成校教員】実習施設での休憩時間の電話、帰宅後の電話やリモート、メールで実習状況

や学生の実習への向き合い方に変化がないかを把握することができる 

 

④事後指導 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7-1-5 養成校と実習施設における実習評価票の共有事項 

 

【学生】実習の実際を振り返り、出来た点、努力した点、改善の余地があった点など振り返

る観点を決めてまとめてみる。話し合いにより様々な実習施設の保育方針や自分の取り組

みの特徴に気付くことができる。記録にまとめることで、客観的に実習を省察できる。次の

実習までに取り組むとよい知識や技能などが具体的に挙げられることが望ましい。 

 実習開示で実習施設の評価を知り、思いもよらない視点の評価を、感情的にならず、新た

な個性や知識・技術の発見と受け止めたい。養成校の実習指導者の助言を参考にしたり、友

人と普段からコミュニケーションを取ったりしながら、生活場面の中でも疑問をもち考え

行動し、省察する習慣を身に付けるとよい。評価の結果を次の実習でどのように取り組むと

良いかを検討する時間を設けることが大切である。うまくいかない経験こそ価値のある成

長につながることを経験したいものである。 

【養成校教員】学生自身が評価をもとに、次の実習でどのように取り組むとよいかを具体的

に検討できる時間設定の確保を大切にしたい。また、マイナスな評価こそ学生自身の向き合

い方で、成長の糧になるという励ましや、教員自身や他学生が失敗経験をどのように昇華し

たか経験談を語りながら、他者の経験から学ぶ大切さも組み入れたい内容である。 

 異なる実習体験を学生同士が共有し合い、保育の世界の素晴らしさ、子どもとの出逢いの

喜びを味わえる区切りを持ちたい。感情的になっている経験を話し合いや記録、個別指導を

通じてアウトプットし、学生自身が実習を総括できる取り組みを授業で取り入れたい。 

 

⑤実習後の振り返り 

【学生】省察は PDCA サイクルで重視される取組みの一つである。客観的に保育をふり返
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る力を向上するためには、実習評価票の評価項目で、自分の実習に評価点をつけ、実習施設

の評価と比較する取り組みは大変有効である。 

【養成校教員】実習に対する自己評価は各自が自分自身と向きあって点数化したものであ

る。学生自身の評価を否定せず尊重する姿勢が何よりも大切となる。自己評価が高い学生に

は、課題を具体的な場面から見出す選択を評価項目から行う。自己評価が低い学生には何が

評価結果の要因に当たるかを、一緒に探しながら肯定的に表現する受け止め方の実践に活

かすことができる。この時点での学生へのフォローは重要である。進路選択に影響すること

を心にとめ、前向きに評価を受けとめられるように関わりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7-1-6 学生の自己評価 

 

（２）評価を踏まえた計画の改善 

【学生】評価の内容は一喜一憂するものではないと理解するために、事前の実習計画で不十

分な点を見つけ、次の実習計画へ活かす具体的な実践を行うことが求められる。 

【養成校教員】学生の評価を個別、総合的にデータ化して実習指導内容を省察する。課題を

見つけ、今後の実習指導へ活かす計画の改善を図る取り組みは大切である。実習指導者の実

習指導にも PDCA サイクルが存在することを理解して、学生とともに学び続ける実習指導

者を目指したいものである。 

 

 

【実習を通した職業能力育成】 

【学生】実習を通して保育者としてのやりがいを感じ、実習後も継続して保育者として成長

を願い成長していくプロセスを歩むことを目指してほしい。また実習担当職員が実習後に

「実習指導のための自己評価（保育所）」を実施し、よりよい実習を目指し努力しているこ

とにも気づきをもってほしいと願う。 

【養成校教員】 

学生の職業能力を育成するために養成校教員の関わり方は重要である。学生の実習経験

が異なるため、学生同士が共有し合う中で、保育者の一員として活躍できるよう実習で修得
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した技術や能力や未熟な点を学生ひとりずつが今後の課題として見出せるような授業方法

の工夫が必要となる。 

同時に継続して学び続けることの意義を実感して、実践できるような個別の継続的なサ

ポート体制も求められる。特に実習種別で実習指導担当者が異なる場合には、学生の実習状

況などの情報共有による引継ぎを行い、学生の職業能力の育成が継続するように努めたい。 

 

【実習指導方法の改善につなげる取り組み例】 

【養成校教員】実習評価票の活用した実習体験の場や学び方は様々な方法で実施が可能で

ある。実習施設の状況に応じて、工夫をしながら実習体験の場をできるだけ提供してもらい、

保育への学びを深められるように実習施設に協力を求めたい。 

 

①守秘義務や個人情報の漏えい防止に 

努める等承諾を得て可能な範囲で 

開示された実習施設の資料から評価 

内容項目について学ぶ。 

 

 

図表 7-1-7 実習施設の資料による知識・技術の習得（例） 

 

②実習評価票の評価項目内容を学ぶための 

実習施設での取り組む行動を示す。 

時と場に応じて活用して学ぶ機会 

をつくっていきたい。  

 

図表 7-1-8 実習評価票の評価項目への取り組み方法（例） 

 

③観察対象の年齢と場面の組み合わせに 

よって実習評価票の評価項目内容や学生の 

実習課題を見つけることが可能になる。 

ア. 年齢対象を選択し、その年齢で学べる 

保育場面と組み合わせてみる。 

イ. ひとつの保育場面を選択し、同じ保育 

場面での発達過程を比較しながら子どもの 

成長を理解する。 

            図表 7-1-9 観察対象と場面の組み合わせ（例） 
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④保育中に保育士等へ確認や質問をしてみる、保育記録へ質問を記載するなどの場を通じ

て学生が自ら学ぶ場をえることのできるテーマ例を以下に示す。養成校での事前指導の中

で、どのようなテーマを保育士等に投げかけると自分の学びが深まるかを検討する時間を

設け、実習課題にすることも考えられる。実習前に学生が、様々な学び方や場があることを

理解して準備しておく機会の確保は大切である。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図表 7-1-10 保育者への確認、質問する機会、話合いのテーマ（例） 

 

２．保育実習指導における連携・協働の方法（実習施設） 

養成校や学生の実習前や実習後の取り組み、実習全体の流れを把握することにより実習

における保育士等の役割が明確にできる。これは学生に応じた実習指導の充実につながる。

詳しくは、「Ⅶ１．保育実習指導における連携・協働の方法（養成校）」を参照されたい。 

【実習施設内における連携と協働 】 

 実習生を受け入れるために、自身の保育を提供しながら、同時に直接指導を行う実習期間

は、実習施設や実習指導者、特に指導担当職員に大きく負担がかかることは否めない。実習

指導者は、実習生を受け入れる際に、実習施設全体で受け入れるための実習指導体制を整え

ることが求められる。そのために、実習指導者は、日頃から職員とのフラットな関係を作り

ながら、職員との良好な関係の中で協働的な実習指導を行うことができるように心がける

ことが必要である。また、実習生受け入れマニュアルを作成し、職員全員で確認し共通理解

することで、指導担当職員だけでなく、実習施設全体で実習生を受け入れる意識が持てるよ

うに実習受け入れマニュアル等を活用して施設内での受け入れ体制を作るようにする。実

習生は、指導担当職員だけでなく、他の職員から声をかけてもらうことで緊張がほぐれ、

・保護者支援の場に立ち会う 

・園庭開放を観察する機会 
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様々な保育士等と関わる中で、理想の保育士等に出会うことも可能性も広がるだろう。 

【保育実習指導の PDCA サイクル】 

 効果的な実習指導を行うためには、実習指導者と指導担当職員の協働性と同僚性が必要

である。実習生を中心にして、指導担当職員と養成校の実習指導者との 3 者がそれぞれの

役割を担いながら実習に関わる意識を常に大切にしたい。 
【保育士等】日常保育と同様、保育実習中に PDCA サイクルを実施することにより保育者

の協働的指導意欲の向上や保育職へのやりがいにつながることが期待される。 
P（Plan プラン）担当保育士等を中心に実習生への実習指導の計画を立案、職員間で共有 
D（Do 実践） 担当保育士等が立案した実習指導の計画を実習生へ実践・展開 
C（Check 評価）振り返りの会や実習記録での実習生への評価、実習指導への自己評価 
A（Action 改善）実習指導の計画内容を次回に向けたより良い方法へ改善 
実習生への健康状態の把握や実習態度の変化などを観察し、気になる点などが生じた場

合にはすみやかに養成校へ連絡をする連携や情報共有が大切である。 
保育現場における PDCA サイクルによる保育の質保障の実際を様々な書類の閲覧を通じ

て伝えることができる。 
【保育士等】らせんモデル （図表 7-2-1）とは、ひとつの実習で取り組む保育運営の流れを

ひとつの実習で完結するのではなく、さらに次の実習の PDCA サイクルへ繋ぎながら保育

の評価を繰り返し続ける手法のことである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7-2-1 らせんモデル 

 

保育には入れ子構造のように （図表 7-2-1）様々なカリキュラム （図表 7-2-3）が関連して

存在する。保育の指導計画を作成することは、日々の子どもとの関わりに反映される重要な

取り組みである。年間計画を基に月や期の計画、週の計画が日々の保育実践の実施に繋がっ

ていることを保育士等は常に意識して子どもに関わることが求められ、日々実践を重ねて

いる。さらに日々の保育実践後の振り返りとなる省察が週ごと、月や期ごと、年間の振り返

りに繋がる大事にしたい取り組みである。 
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図表 7-2-2 入れ子構造モデル 

 

保育実習においても保育における入れ子構造モデルと同様の仕組みが存在する。実習の

流れと位置づけを意識しながら、実習受入れの体制や指導方法を具体的に組み立てた計画

が必要となる。これは将来の保育の同僚となる保育者の育成という点において、保育現場は

深く関わっているといえる。保育は実習から始まっているのである。 

図表 7-2-3 保育におけるカリキュラムの構造 
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（１）保育の省察 

①事前指導・オリエンテーション 

【保育士等】学生は、養成校で主に、図表 7-2-4 のような内容を事前に学習して実習に臨む。 

図表 7-2-4 養成校の授業で実習前に行う学習内容 

 
養成校は学生への事前指導を実施すると同時に、実習施設へ実習依頼等の手続きを進め

ていく。特に、実習評価票の項目は学生の実習の目的に沿った取組みの指標となるため、実

習施設での実習評価票が養成校で開示されることについて共通理解を図っておくことが大

切である。 
実習事前オリエンテーションの場は、情報共有と実習施設が事前に検討した実習計画を

もとに内容を調整し、学生にとってよりよい実習となるよう実習計画を策定する貴重な機

会である。様々な個性のある学生の状況に応じて、一般的な実習計画を柔軟に変更すること

が必要となる。学生自身の興味や関心に沿った実習課題を元に実習の配属クラスや実習方

法を再検討した実習計画は、学生自身の考えが尊重された実習計画である。学生にとって実

習課題が明確で具体的に振り返りやすく、実習後の学びの深まりをもたらす。 
将来の保育の仲間として大切に見守られている実感は、学生の実習へのモチベーション

になりうる。同時に、学生の緊張が高まる時期であるため、実習に意欲と楽しみを持てるよ

うな声かけや励まし、雰囲気づくりも大切にしたい。 

図表 7-2-5 実習評価票の取り扱い 

 

 また、実習評価票の評価項目には保育現場で実習中に取組みにくいとされる内容も存在

する。しかしながら、保育士等になるために大切な学びの観点であることには変わりない。

そこで学生が理解を深める場の設定を間接的な学び方の工夫でカバーをしていきたいもの
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である。具体的には、観察、休憩や振り返りの時間に保育士等と語ることが挙げられる。経

験談を交えた話し合いは、学生にとって何よりも貴重な場であり、将来へのあこがれを抱く

機会にもなりうる。保育士等は成功体験ばかりではなく、失敗、苦心、悩み、困りごとなど、

率直な思いも現実を理解するための手がかりとして大いに役に立つものである。 

  

図表 7-2-6 実習期間に直接関わることが難しい職務内容の実習評価項目 
 
 
②訪問指導 

【保育士等】学生が実習施設に伝えられないことや疑問点などを養成校の訪問指導者を通

じて把握し、実習指導や評価に反映することができる情報収集の場として活かしていきた

い。 

訪問指導者の来園日に学生が欠席した場合、速やかに養成校へ欠席と対応相談の連絡を入

れることによる協力は、協働性と同僚性を発揮した取り組みの一例である。 

 

 

③実習中の指導 

【保育士等】学生が質問をしやすい雰囲気や、直接声をかけながら質問を引き出すサポート

が望まれる。実習期間に直接関わることが難しい職務内容の評価項目をテーマに取り上げ、

観察や保育士等との話合いなどで間接的に学ぶことができる。学生から質問が上がらない

場合には、振り返り時間等を利用した機会を心がけて設けていきたいものである。 
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④事後指導 

図表 7-2-7 養成校と実習施設における実習評価票の共有事項 

 

【保育士等】実習最終日の総括や実習終了後に提出される実習記録や養成校へ提出する実

習評価票を通して、学生の実習への取り組みや良かった点、課題を率直に伝えることで学生

は次の実習への学ぶ糧を得ることとなる。間接的な事後指導を通して保育士等や子ども達

とふれ合った充実感が保育者としての喜びに変容していく大切な時期である。同時に、学生

の実習態度や知識・技術の習得についてどのような実習環境を提供できたかを振り返るこ

とが望ましい。 

 
⑤実習後の振り返り 

【保育士】学生への事後指導と同時に、学生の実習態度や知識・技術の習得についてどのよ

うな実習環境を提供できたかを自己評価を通じて振り返ることが望ましい。実習に関する

自己評価の実施は、実習園全体や保育士が自分自身と向きあって、自身の変化や良かった点、

改善すべき点などに自ら気付くことを目的とした振り返りの手法である。また、指導担当職

員の実習指導に対する不安感と困難感を解消するために、指導担当職員が自身の実習指導

を振り返ることで自身の実習指導の課題を掘り起こさせることを目指すものである。 
前向きな評価によるフィードバックは、実習園や保育士自身の成長に寄与する基本であ

ることを常に心にとめておきたいものである。 
以下は、実習指導のための自己評価シートの取り組み例である。保育と同様、実習期間中

に振り返る機会を持つことにより実習指導者の意識の向上や、保育職へのやりがいを見出

す機会をもたらすこととなる。ここで、重要なのは、指導担当職員の自己評価を基に、実習

指導者とのカンファレンスを実施することである。指導担当職員が自己評価するだけでな

く，カンファレンスを通して実習指導者と対話する。指導担当職員は、実習指導への課題の

焦点化が促されることによって、実習の指導内容の具体化に繋がり実習指導への意欲が喚

起されることを目指す。自己評価をすることにより、実習指導者は、指導担当職員の実習指

導に対する悩みや課題に耳を傾け、指導担当職員の実習の指導内容を意味付け、指導内容の
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承認を伝える実習指導者としての役割を意識、指導担当職員と協働的な実習指導を目指す

ことが可能になる。 

 

 

図表 7-2-8 「実習指導のための自己評価シート」を用いた実習指導者と指導担当職員との 

カンファレンスによる保育実習指導モデル（嶌田） 

 

 

図表 7-2-9 実習指導者のための自己評価尺度シートを用いたカンファレンスにおける実習指導

時の指導担当職員(担当保育士等)と実習指導者(主任保育士等)の意識変容プロセス（嶌田） 
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図表 7-2-10 実習指導のための自己評価（保育所） 
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（２）評価を踏まえた計画の改善 

【保育士等】保育実習には保育実習と保育実習指導それぞれで評価が実施され、単位として

明確に分けられている。最終的な単位認定の決定権と責任は、養成校にある。そのため、実

習施設では評価項目の評価基準を「実習中の実習生として」率直に評価していきたい。また、

実習評価を終えた後に実習を自己評価等で総括し、実習指導の課題を見出し、次の実習に向

けた計画の改善を図っていきたい。 

 

【実習を通した職業能力育成】 

【保育士等】保育所保育指針が示す、子どもの主体性を尊重する保育を計画する保育者は、

子どもの世界の面白さ、やりがいを経験し、保育の専門職として時間と経験を重ねて成長し

続ける。 

実習は、保育者に職業能力を育む学びをもたらす。実習期間に保育の魅力を体験できる実

習指導方法を実習前に計画し、実習施設全体で共有しながら自分の職業の原点を見つめる

機会を得られる。例えば、振り返りの時間に学生のコメントを聞いたり、実習記録で保育の

ねらいと実際のずれや良い点に気付いたりするなど、自分自身の保育を客観的に省察し成

長し成長を感じる機会になる。実習は職業として保育者の能力を意図的に伸ばすチャンス

となりうる。 

実習の通過点にいる学生に温かな眼差しと保育者の使命とやりがい、専門性の難しさや

喜びを、率直に伝えながら、保育の振り返りの機会にできる貴重な経験となる。 

 実習指導方法の改善を図る PDCA サイクルは、実習指導の中にも存在する。学生の頑張

る姿や変化をフィードバックして、前向きな気持ちになるような日誌のコメントを心がけ

る。保育者がファシリテータ―に徹して、学生が主体性を発揮できる環境づくりに努め、保

育者として成長したいと思える実習の取り組みを展開していきたいものである。 

 

【実習指導方法の改善につなげる取り組み例】 

【保育士】実習評価票の活用した実習内容の点検や評

価項目の体験の場の設定、学ぶ方法は工夫次第で実施

が可能である。実習園の状況に応じて、実習体験の場を

できるだけ提供して、保育への学びを深めることがで

きるような協力と協働の体制を大事にしたい。 

 

①守秘義務や個人情報の漏えい防止に努める等 

承諾を得て可能な範囲で開示された実習施設の資料 

から評価内容項目について学ぶ。 

 

 

図表 7-2-11.実習施設の資料によ

る知識・技術の習得（例） 
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②実習評価票の評価項目内容を学ぶための 

実習園での取り組む行動を示す。時と場に応じて 

保育中も活用した学ぶ機会をつくっていきたい。  

 

図表 7-2-12 実習評価票の評価項目への取り組み方法（例） 

 

③観察対象の年齢と場面の組み合わせによって 

実習評価票の評価項目内容や学生の実習課題を 

保育場面から見つけることが可能になる。 

ア．年齢対象を選択し、その年齢で学べる保育場面と 

組み合わせてみる。 

イ．ひとつの保育場面を選択肢、同じ保育場面での 

発達過程を比較しながら子どもの成長を理解する。 

             図表 7-2-13 観察対象と場面の組み合わせ（例） 

 

④保育中に保育士へ確認や質問をしてみる、保育記録へ質問を記載するなどの場を通じて

学生が自ら学ぶ場をえることのできるテーマ例を以下に示す。事前オリエンテーション等

でどのようなテーマが実習生の学びを深めるか本人と話し合い、実習課題にすることも考

えられる。実習前に学生が、様々な学び方や場があることを理解する機会は大切である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図表 7-2-14 保育者への確認、質問する機会、話合いのテーマ（例） 

保護者支援の場に立ち会う 園庭開放を観察する機会 
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Ⅷ．保育実習指導における課題解決： 

実習施設と養成校との連携・協働（討議） 

①実習受け入れ機関／養成校が、実習の意義を受け止め、実習指導体制を組織的に作り

上げる。  

②実習生の自己覚知を支え、実習生が実習記録・指導／支援計画を自ら改善できるよう

になる訪問指導・事前事後指導を行う。 

 

 [テーマ１] 効果的で効率的に実習指導を進めるための実習指導体制のあり方に関して

提案してみましょう。 

 

 

 

 

 

[テーマ２] 効果的で効率的な実習記録・指導/支援計画作成のあり方に関して提案して

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

[テーマ３] 保育の魅力を感じられる実習になるための実習指導のあり方に関して提案

してみましょう。 
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